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林知己夫先生を偲んで
杉山明子

暑い夏のさなかの8月6日、敬愛する林知己夫先
生が逝去された。昨年の甲子園大学での大会直前に
入院されてから一年近く、入退院を重ねられるうち
に、ついに力つき旅立たれてしまった。享年84歳。
ご指導に与っていたものにとっては、大きな支柱を
失い心細く、悲しく、残念で堪らない。
先生はサンプリング理論の研究、数量化理論の

開発、それらの世論調査への適用、日本人の国民性
と国際比較、選挙予測、医学データの解析、野生動
物の計量など、つねに新しい分野に挑戦され、卓越
した業績を残されている。それらは統計理論の研究
に止まらず、現実の現象解析への応用を重視されて
いることに特徴があり、各方面から高く評価されて
いる。
とくに日本行動計量学会にとって、先生の存在

は大きい。研究グループ時代から1973年創立へ、以
来1988年まで初代理事長として、まさに揺籃期の学
会を支えられ、基礎を築かれた。その後の名誉会員
への推挙には“生涯現役”との理由で断られたと柳
井前理事長から引継いでいた。今春、連続シンポ
ジューム「データの科学」が催され、5月11日には
演者として、6月 1日には指定討論者として壇上に
上がられた。その折“日本の調査にはきちんとしよ
うとする精神が失われてきた”と悲憤慷慨された。
先生のお言葉の一つひとつが、あたかも遺言のよう
に心に強く残っている。その日、名誉会員を打診し
たところ、“学会の基盤もしっかりしてきたから、皆
がそう思うならそうしようか”とのお返事を頂い
た。7月理事会での名誉会員推挙の議を経て、玲子
夫人から伝言して頂いたところ、病床の先生は目を
閉じて静かにうなずかれたという。
先生のご寄附による功績賞・優秀賞の学会賞は、

1986年以来40名にのぼる受賞者を出している。こ
の度、ご功績を学会に刻むため、先生のお名前を冠
した賞に改称した。一方、四九日法要に際して、玲
子夫人から“林が特に大事に思っていた学会だか

ら”とのお言葉とともに多額のご寄附のお申し出を
受け、有り難く頂戴し、これを林知己夫賞の基金に
加えることにした。
研究に限らず、スキーも水泳も音楽もパズルも、

何事にも熱中される先生だった。伊豆での音楽合宿
では、合奏仲間が休憩していても、ひとりフルート
のパートを繰り返し夜遅くまで練習され、林文さん
から“そろそろおやすみの時刻です”と伝えられる
と“お、もうそんな時間か”と、すぐに就寝された。
その翌朝は、先生のフルートの音が起床の合図だっ
た。その後、フルートからホルンに転進されたが、先
生の練習姿勢はまったく同じだった。
蔵王に行けば、その地にあるスキーリフトすべ

てに乗らなければ気がすまないし、出されたパズル
も解けないまま寝ることはできない。夜中にドアが
ノックされ、“さっきのパズル解けた”と嬉しそう
に、また得意気だった。アルコールをあまり嗜まれ
ない先生が、わざわざワインを山まで背負ってこら
れ、皆に振舞われるという心遣いにはほんとうに感
心させられた。
この会報の題字“行動計量学会報”は先生の書

で、横書きに変わった第50号（1990.4）から使われ
ている。当初、題字の右欄に事務局、理事長肥田野
直につづき、題字林知己夫、編集杉山明子と記し、先
生と名前が並んでいることに、ひそかに心踊らせた
のだった。
西多摩の山中に、先生はご自身の筆になる“倶曾

一處”（くえいっしょ、佛語で、みんな一つ所で会う
ことができるの意）の墓石があり、徳音院統慧知昭
居士（とくおんいんとうえちしょうこじ）として、永
遠の眠りにつかれている。この戒名にはご家族の希
望により、名前から知、統計から統、そしてこよな
く愛された音楽から音、の三文字が入っている。
これからは先生のご遺志を大事にし行動計量学

の発展に尽くすことを、ここに誓いつつ、先生のご
冥福を心からお祈りしたい。

（すぎやまめいこ，日本行動計量学会理事長）
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林知己夫さんとわたし
野元菊雄

本当は「先生」と呼ぶべきでしょうが、「林さん」
と呼んできました。今回もそう呼ぶことになること
をお許し下さい。
わたしが最初に林さんにお会いしたのは、1948

年9月であったと思います。この月に言語学科を卒
業したわたしは、当時の、日本人の読み書き能力調
査のチームに参加することになったのでした。
林さんはこのチームの統計部の事実上のトップ

を勤めておられました。わたしは言語学部門の下位
の要員として遅ればせながら加わったのです。
この調査は統計の方で言えば、日本で初めての

層化ランダムサンプリングによって全国から被調査
者を選ぶという、おそらく全国的に少なくとも文系
の調査では始めての被調査者選抜法を執りました。
その総指揮を執ったのが林さんで、わたしはその一
兵卆ということになります。
それでもいろいろの関わりでわたしはGHQに最

後まで1人残り、調査の報告書の作成の仕事に当た
ることになりました。それぞれの方の援助を受け素
稿をお願いしながら全体の取りまとめと最終原稿を
作りました。
そのころの会議ではこの本の著者の発表形式が

よく話し合われました。つまり著者名を5人にする
か4人にするか、ということです。これは結局若僧
のわたしを入れるか入れないか、ということです。
わたしはこの問題については沈黙を守っていました
が、結局わたしを入れて5人にすることになり「国
語学辞典」にもそう出ています。
1951年4月20日発行ですからわたしも若くて、い

ろいろことを試みました。林さんも若いので大いに
賛成してくれました。例えば行替えのところを2字
開けるなど。またページ数の打ち方をある部分では
000や 001から始めたりしました。ですから例えば
表は500ページから655ページまで、次の図は700
ページから808ページまで、と間が大いに空いてい
ます。そこで文献表などでは索引の最後のページ
916ページを本の実質ページ数としているものもあ
るようです。
sample に当たって、しかも実際にテストを受け

た人を「sampleさん」としたり、「語彙」を字の意味
によって「語集」としたり、といった新しい用語を
作ったりしました。林さんはこれに賛成してくれま
した。今一般的に使われている意味で「社会言語学」
を最初に使ったのもわたしたちです。
われわれの報告書ができたとき1冊だけ林さんは

てんきん

注文して「天金」の本を作りました。本の上の切り
口に金箔を塗ったものです。今でも林家にあるで
しょうか。

林知己夫先生

先生とのお別れの儀式に、ご家族、同僚、友人、
そしてご縁がありましてご指導を戴きました私のよ
うな末輩、多くの者が集いました。
人間が生命のある生きものであること、生命の

終るとき人々の間に別れが訪れることを、人間は
知っております。そして、知りながらこそ、人間の
生命に終りがないかのように、この地上で交りを育
み、誼みを結んで、日々を過ごしております。その
地上の日々の間に、人々は愛し合い、家族をもち、子
供を育て、仕事に励みます。しかしながら、老少不
定、その地上の日々の間に人々に死が訪れます。
人々は愛する者を失ったことを嘆き死の痛いを弔い
の形で、いやします。
林先生。私共は先生を失った嘆きを分ちあい、先

生の死を共に悼むためにここに集まっています。
そのため先生のご在世中のことを共に思い起し

ております。
林先生。先生のご在世中のお仕事のひとつは、統

計数理学の新分野を開拓されたご業績であります。
それがいかに卓抜したものであるか、そのことは無
学な末輩の門外漢にすぎない私が事々しく申上げる
べきことではございません。
そして、ご自身の研究活動のほかに、統計数理研

究所の管理運営の整備充実、建物、施設、設備の改
善充実、また未熟な初歩研究者の指導の充実などに
ずいぶんとお力を注いで下さいました。広大な学恩
に浴した末輩のひとりとして、多くの先輩、同僚の
方々の末席から、先生のご熱心なご指導とご愛情に
心から厚くお礼を申上げます。
老少不定と申します。老いたるものも若きもの

も、いずれは先生のおそばに参ります。その時、ま
た、先生を囲んで、色々とご指導を戴けますことを
願いながら、取りあえず、深い悲しみと嘆きの中で
しばらくのお別れを申上げさせて戴きます。

平成十四年八月十二日
京極純一

（弔辞より掲載）

報告書を書いているとき、1949年5月に執筆者の
小閑を得て八丈島に旅行しました。旅行記を当時の
ベストセラーのスタイルを真似て書きました。林さ
んならチキ英雄、わたしならおキクが登場します。
詳細を極めたもので、どうも書庫の中に紛れて出て
きません。出てきたら短い余ったスペースには収ま
らないでしょう。幸いと言うべきか。
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事より提案され、いずれも承認された。功績賞（江
川清会員）は、国語研で初期の頃から多変量解析を
取り入れたよい研究をされ計量的社会言語学の創世
に携わってこられたこと、事務局を長期にわたり引
き受けられたこと、がその理由である、優秀賞（竹
村和久会員）は判断と意志決定での計量モデル、
ファジィ理論などをマーケティング、消費者行動な
どの分野で応用され、発表論文は欧文誌を含め他雑
誌 に わ た っ て い る も の の 、行 動 計 量 学 、
Behaviormetrikaにも発表していることがその理由で
ある、奨励賞（竹内光悦会員）はクラスター分析に
関して優れた成果を報告していることがその理由で
あるとの報告があった。

5. 名誉会員について
宮原守男会員の名誉会員推薦は前回承認された

という確認がなされた。新たに諸事情により林知己
夫会員を今期の名誉会員に推薦したいという動議が
だされ、「誰もが選んでもおかしくない人を名誉会
員に」という趣旨に全員一致で賛同が得られたた
め、今期名誉会員として推薦されることが決定され
た。なお、林知己夫会員については、感謝状と記念
品を理事会から贈呈するとし、それに関しては理事
長・事務局で考えることになった。

6. 各種委員会報告
和文誌編集委員会からは林文編集委員長より、

第28巻2号が最近発行され、現在第29巻1号を7月
中に発行できるよう準備中であるとの報告があっ
た。
欧文誌編集委員会からは吉野編集委員長代理よ

り、第29巻1号がまもなく発行され、2号を2003年
1月に発行するよう準備中であるとの報告があった。
運営委員会からは山岡運営委員長より、9月11日

に分類学会との共催・多摩大学と協賛で渋谷マーク
シティにてシンポジウム「テキスト型データの解析
を巡って」を開催することになったこと、秋に2つ
程度シンポジウムを開催する予定であることが報告
された。

7. その他
統計学研連担当の馬場理事より、科研費では統

計学の細目がなくなり、情報学の下に位置されるよ
うになったこと、研連の委員も14名から13名に減
少すること、科研費委員はキーワードごとに審査員
をおくことになる等の変更点が報告された。
医療情報学連合大会および感性工学会の協賛が

承諾された。
また、会員の移動状況（5月までのもの）が報告

され、会員は1100名を越えたが、賛助会員が平成6
年度にくらべ4社減少したことが報告された。

平成14年度 第2回理事会議事録

日時：平成14年7月8日
場所：統計数理研究所 特別会議室
出席者：岩坪，大隅，上笹，杉山，林，馬場，村上，
柳井，柳原，山岡，吉野

1. 第 30回大会の準備状況
今泉実行委員長より作業状況および広報活動に

関しての報告があった。
開催日は9月19日から21日で、現在論文73件、

特別セッション10が登録されていること、プログラ
ムをサーバー上に 7 月中に提示する予定であるこ
と、昼食は学食を開くよう手配されたこと（ただし
21日の渋谷の場合は特に用意しない）、事務は大学
職員を手配してもらうこと、などが報告された。ま
た、プログラムの会報発行時の送付は8月中旬くら
いが望ましいという希望が出された。予稿集広告に
ついての質問があり、これに関しては1ページ5万
円、半ページ3万円、1ブース3万円との確認が成さ
れた。大会時委員会として18日夜に運営委員会（渋
谷）、19日昼に編集委員会、夜に理事会を多摩大学
で開催する予定であり、その部屋の準備も整えられ
ることが確認された。

2. 第 31回大会について
名古屋大学村上隆氏が名城大学にて9月第1週に

統計学会と同時期に開催の予定であることが、大会
担当理事の岩坪理事から報告されたが、統計学会と
同時開催か、連合への参加を希望していたのかが明
確でなかったため、再度確認し、9月の理事会にて
報告されることになった。なお、同時開催であれば
開催校に一任し、連合の場合には臨時理事会を開催
してその是非も含めて検討する必要があることが確
認された。

3. 平成13年度決算及び平成14年度予算案につ
いて
平成13年度決算報告案が出された。また、大会

準備金はこれまで20万円で返済することを義務づ
けていたが、今年度から30万円で返済義務なしとす
ることが事務局より提案され、承認された。決算、予
算案とも微調整をして次回理事会に再提出されるこ
とになった。なお、事務局よりそれぞれの案を修正
後郵送するので確認してほしいとの依頼があり了承
された。

4. 学会賞について
功績賞、優秀賞、奨励賞の3候補が担当の上笹理
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す。たとえば、統計科学連合を作れないか、合同大
会を行うのはどうか、英文誌の共同発行はどうか、
といったことの議論です。残念ながらその議論はそ
れほど進んでいません。これに対して、できるとこ
ろから協調の動きを作ろう、ということで日本統計
学会、応用統計学会、日本計量生物学会は、連絡委
員会を組織して、今年（2002年度）連合大会を開催
しました。この3学会は日本分類学会の協賛も得て、
来年名古屋で連合大会を開きます。そこでは日本行
動計量学会とのほぼ同時期の開催を計画していま
す。このような動きと、統計研連の協調の努力はど
のような関係なのか、という質問が出ています。そ
れに対して私は、統計研連はトップダウン的、連絡
委員会はボトムアップ的という違いがあるだけで、
同じ方向を目指したものである、と答えています。
欧文誌の共同発行については、統計研連で呼びかけ
た方が良い、というのが9月30日に開かれた統計研
連の委員会の結論ですので、私としてはそういう呼
びかけをする予定です。

以上が現状報告です。

日本学術会議報告
第4部会員

統計学研究連絡委員会委員長
吉村 功

1. 改選のこと
学術会議会員は3年が単位で、現在の第18期会

員は来年7月までが任期です。改選には、推薦資格
のある学会が推薦人と候補者を選びます。締め切り
が来年2月ですから、各学会はそれぞれ準備をする
必要があります。
ただし、次期については微妙な問題があります。

日本政府は、行政改革の一環として、科学面での政
策を「総合科学技術会議」に依存して決めることに
していますが、これが現在、学術会議の改革を審議
中で、近いうちに今までと違った選考方針を出しそ
うです。たとえば、ある期の学術会議会員はその前
期の会員が指名する、といったような変更です。こ
うなると、次期は従来の方針で選んでおいて、その
次から新方針を適用するのか、それとも現在の期か
らその方針を適用するのか、といった過渡期の問題
が生じ第19期の会員選考がどうなるか分からない
のです。場合によっては、現在の第18期の任期を少
しだけ延長して、新体制を作るかもしれません。各
学会としては従来通りに推薦の準備をしておくこと
と、変化が生じ得たらそれに対応できるようにして
おくことが必要になります。

2. 新しい学術体系のこと
吉川弘之会長、吉田民人副会長、黒川清副会長と

いった学術会議の現執行部は、20世紀の行き詰まり
を21世紀において解決するためには新しい学術大
系が必要、という認識を持ち、それを高らかにうた
う「日本の計画、Japan Perspective」という文書をま
とめようとしています。（近く、http://www.scj.go.jp/
で中間報告が公開されます。）
この報告が机上の作文に終わるか、行政上・学問

上に大きな影響を与えるかは予想がつきません。こ
ういう文書に基づいて学術上の開発資金が流れるこ
ともあり得ますし、新しい法人や組織が作られるこ
ともあり得ます。そういう意味で、自分の分野で研
究論文を書いていればよい、ということではなく外
部世界・他の分野ではどんな議論がなされている
か、に関心を持ち知識を持っていただきたいと思い
ます。もちろん、そのようなことに流される必要は
ありませんが。

3. 統計学関連学会の協調について
統計学研究連絡委員会（統計研連）では、ずっと

統計学関連学会の協調についての議論を続けていま

功績賞を受賞して
広島国際大学人間環境学部

江川 清

この度は功績賞をいただきましたこと、深謝い
たしております。選考委員長の上笹恒先生から今回
の受賞についてお知らせをいただいた際、夢にも考
えていなかったこと由、正直なところ非常な戸惑い
をおぼえました。
そのお知らせから間もない、8月6日に、林知己

夫先生が急逝なされるという非常に残念な不幸が生
じました。図らずも私が受賞対象となった「功績賞」
は、「優秀賞」とともに、1980年に林知己夫先生か
ら寄贈されたものを基金として成立した表彰制度で
す。（ちなみに「奨励賞」は第2代理事長の肥田野直
先生と第3代理事長の故水野欽司先生によるもので
す。）

学会賞を受賞して
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優秀賞（林知己夫賞）をいただいて
早稲田大学文学部心理学教室

竹村和久

このたびの日本行動計量学会全国大会において、
平成14年度の優秀賞を謹んでお受けしました。ニッ
クネームとして林知己夫先生の名が冠される賞をい
ただき、大変光栄に存じました。しかし、私がこの
素晴らしい賞の名前に値する研究をこれまでしてき
たのかと言われると、はっきり申し上げて自信があ
りません。今回の受賞は、これまでの研究実績だけ
でなく現在の研究プロジェクトの可能性を選考委員
の先生方が評価してくれたのか、もしくは、私が取
り組んでいる研究プロジェクトを「行動計量学的な
点から一層頑張って研究せよ」ということなのでは
ないかと理解させていただいています。

そのようなわけで、この賞の名称も、林先生のご
逝去に伴い、先生のお名前に因んだものに改称され
る由、その最初の受賞者となる光栄は筆舌に尽くせ
ないものであります。
考えてみると、私のようなものが名誉ある賞を

いただけたのは、ひとえに自分が置かれた環境のお
かげと思っています。
『日本人の読み書き能力』という大部な調査報告
書があります。この調査は昭和23年（1948年）に
実施されたもので、日本で最初の無作為抽出によ
る、しかも全国270地点の15～ 64歳までの日本人
男女2万1千人強を対象とした（空前絶後の）大規
模なものでした。日本の科学的な社会調査はここか
ら育まれたという、実に記念碑的なものでありまし
た。
もう1点言えば、この調査の結果次第では日本語

の標準的な表記システムがローマ字ないしは仮名文
字に変化したかも知れないものであったようです。
（話はちょっと違う面がありますが、井上ひさしの
『東京セブンローズ』に記されたような契機からの
ことです。）
この読み書き能力調査の直後に、私が研究者生

活のほとんどを過ごすこととなる国立国語研究所が
創設され、この研究所では初期のころから林先生の
いらっしゃった統計数理研究所と共同での言語の社
会調査が行われていました。
そのような場に接することができ、林先生、国語

研究所の野元先生を始めとする諸先生方からご指導
いただくことができたことを非常に幸いに思ってい
ます。今後は、行動計量学の発展に微力ながら貢献
しなければならないと思っています。どうもありが
とうございました。

現在行っている研究は、素晴らしい共同研究者
に恵まれているお陰で、面白い展開になってきてい
ます。これまでアメリカやヨーロッパの研究機関に
滞在して、社会心理学のような社会科学的な分野で
あっても、研究者個々人の個人プレイだけで研究す
るのではなく、優秀なメンバーからなる研究プロ
ジェクト集団を作って組織的に研究を進めている点
が、それらの機関が大きな成果を生んでいるひとつ
の原因だと痛感しました。それゆえ、私も最近では、
ほとんど共同研究を基本とするようになりました。
以下に、現在進行しているいくつかの研究プロジェ
クトについて簡単に紹介させていただきます。
第一の研究プロジェクトは、判断と意思決定の

数理・計量モデルの構成とその実証研究です。特に、
最近では、東京工業大学大学院理工学研究科藤井聡
氏と、注意量の関数で意思決定の状況依存性を説明
する状況依存的焦点モデルや判断の状況依存性を説
明するメンタルボックスモデルを提唱し、その実験
心理学的検討を行っています。これらの研究では、
今年度のノーベル経済学賞を受賞したKahneman氏
とTversky氏のプロスペクト理論とは異なる説明原
理を用いて異なる実験結果を予測しており、これま
での実験の結果は我々の仮説を支持しています。し
かし、今後の更なる検討が必要だと考えています。
また、筑波大学社会工学系中村豊氏、オーストラリ
ア国立大学心理学部Michael Smithson 氏、スエーデ
ンのべクショー大学社会科学部Marcus Selart氏とも
継続中の判断と意思決定に関する共同研究がありま
す。
第二は、社会的システムと価値の研究プロジェ

クトです。特に、食品管理や地震対策や環境汚染対
策などの種々の安全を考慮した社会的システムの安
全性認知の研究や、それらのシステムに関する信頼
感やリスク認知の研究を行い、さらには、それらの
認知と社会的価値観との関連性の研究を調査法や面
接法を用いて行っています。この研究プロジェクト
は、慶應義塾大学商学部吉川肇子氏と藤井聡氏とで
主に議論を行い、取り組んでいます。また、中国、ア
メリカ、スエーデン、ノルウェー、ロシア、フラン
スなど海外での研究協力者との今後の調査研究に向
けた議論を続けてもいます。さらに、東京大学大学
院工学研究科堀井秀行氏をリーダーとする安全性に
ついての研究プロジェクト、産業技術総合研究所村
尾智氏をリーダーとする環境リスクコミュニケー
ションの研究プロジェクトなどでも、この問題に関
連した研究テーマに取り組ませてもらっています。
第三は、社会的認知と社会的判断の研究プロ

ジェクトです。この研究は、名古屋大学大学院環境
学研究科唐沢かおり氏と藤井聡氏との共同で実験社
会心理学的手法を用いて行っています。この研究で
は、状況依存的焦点モデルやメンタルボックスモデ
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ルを用いて、社会心理学で見出されてきた内集団び
いきの現象や外集団差別の現象を新しい観点から説
明し、集団現象における個人の認知過程を予測し、
偏見や差別を抑止するような社会システムのあり方
を考察したいと思っています。
第四は、消費者行動とマーケティングの研究プ

ロジェクトです。ひとつは、判断と意思決定の数理・
計量モデルを応用した価格判断の研究を、筑波大学
大学院システム情報工学研究科Fan Lun氏と行って
います。この研究でも、プロスペクト理論とは別の
モデルを構成して比較研究を行っています。また、
成城大学文芸学部堀内圭子氏、筑波大学大学院社会
工学研究科若山大樹氏とも広告受容の状況依存性を
考慮した情報処理モデルの研究を行っています。ま
た、最近では、アサツーデイケイ経営戦略センター
研究開発局の益田一氏とも、消費者のブランド認知
の数理・計量的アプローチの研究をはじめておりま
す。
第五は、判断の曖昧性を表現するためにファ

ジィ集合論を利用した意思決定モデルの構成とデー
タ解析の研究プロジェクトです。最近では、若山大
樹氏と、ファジィ理論を用いた消費者の行動意図モ
デルを作成し、非対称なファジィ数で表現される
データとパラメータを用いたファジィ回帰分析とそ
の関連手法の開発とその応用研究を行っています。
このような研究プロジェクトを進められるのも、

私の周りにいる優秀な共同研究者がいるからです
が、それだけではなく、学生時代の恩師の温かく厳
しいご指導があったからだと思います。大学、大学
院時代は、当時の同志社大学文学部小嶋外弘先生
（現愛知学院大学経営学部）、関西大学社会学部高木
修先生に、博士論文執筆では当時の東京工業大学大
学院総合理工学研究科繁桝算男先生（現東京大学大
学院総合文化研究科）にご指導いただきました。ま
た、これまで勤務した光華女子短期大学、筑波大学
では多くの同僚から学ぶところが大でしたし、現在
勤務している早稲田大学文学部心理学教室でも、本
学会優秀賞受賞者の豊田秀樹氏をはじめ優秀な同僚
に恵まれています。
最後になりますが、林知己夫先生には、マーケッ

ティング・サービス社長柳原良造氏が我々若手研究
者のために音頭をとられて発足したデータサイエン
ス研究会で、数年間にわたりご指導をいただきまし
た。とにかく、林先生は、データ解析の大達人であ
り、知的巨人でした。私は、中学から大学まで少林
寺拳法を習っていたのですが、達人に出くわすと構
えをみただけでその強さがひしひしと伝わってき
て、「もうかなわない」と思ったものです。初めてお
会いした林先生に、それと同種の印象を、持ちまし
た。その時は、研究の話ではなくて、ゴルフのスウィ
ングの話だったのですが、何気ない現象の中から本

奨励賞を受賞して
立教大学
竹内光悦

受賞のご連絡を頂いた当初は、驚きととまどい
のためおもわず部屋の中をぐるぐる回ってしまうほ
ど思いもよらないことでした。
私は学生時代から多変量分析、その中でもクラ

スター分析法を使った分類結果の評価法について研
究してきました。クラスター分析法は概念的にも分
かりやすく、今日多くの分野で使われるようになり
ました。しかしながら分類手法は無数に存在し、ま
た用いた手法により分類結果が大きく変わることも
知られています。そのため多くの手法の中からの解
析するデータに適切な手法の選択は解析の際に常に
問題になると考え、ソフトウェアへの実装も踏ま
え、注目しています。最近の市販のソフトウェアに
もクラスター分析法は含まれていますが、結果の評
価についてはあまり触れられておらず、これらの実
装は有意義だと考え早期解決を目指しています。
これまでの私の研究を振り返ってみますと本当

に多くの先生方からのご指導ご鞭撻があったおかげ
だと痛感しています。この場を借りて改めてお礼申
し上げたいと思います。これからも日々精進を目指
し、少しでも社会に貢献できるよう研究をしていき
たいと思います。本当にありがとうございました。

質的なことを抜き出される力量に驚愕しました。は
じめて林先生の前で発表させていただいたときに
は、モデルを用いた研究やファジィ理論に懐疑的な
先生からは厳しい言葉をいただきました。いただい
たお言葉は、しかし、非常に的を得ており、恥ずか
しいことに今だ解決していないこともあります。
ご葬儀の時には、安らかなお顔を拝見し胸のあ

たりに一輪の花を手向けさせていただきましたが、
林先生は、天国から私の受賞のことを知って苦笑さ
れていたのではと思います。先生の期待に応えるよ
うな研究は今後もできるかどうかわかりませんが、
「私はあまり好きではないが、こういう研究も悪く
ないな」と言われるくらいのレベルの研究はこれか
らやってみたいものだと思っています。結びに、林
先生のご冥福をお祈りするとともに、日本行動計量
学会の関係者の方々に感謝の気持ちを述べさせてい
ただきます。

以上
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 ★☆★　2002年度
春の合宿セミナー

のお知らせ　★☆★

今年度で第6回目となる日本行動計量学会・春の
合宿セミナーを下記の要領で開催します。今回のセ
ミナーは、昨年と同様に講師の先生を中心に、テー
マを決めた学習、討論を主体に実施します。常々疑
問に思っている事柄の解明、あるいは新しい分野の
開拓のための絶好の機会ですのでぜひご参加くださ
い。
宿泊しての参加を原則としますが、通いでも構

いません（研修所はきれいで清潔。宿泊は個室で
す）。なお、参加登録は先着順とし、12月中は行動
計量学会員のみ優先的に登録します（非会員の方の
登録も可能ですので周りの方にもご紹介ください。
なお、非会員の方は2003年1月以降に申し込み順に
登録します）。
3月は富士山がよく見える季節です。富士の麓で

のセミナーに多数の参加をお持ちしています。

記

日時：2003年3月26日（水） ～ 3月28日（金）
（2泊3日）
会場：東富士リサーチパーク内TOTO東富士研修所
JR御殿場駅より送迎バスで20分

詳細・お申し込みはこちらのWEBページをご覧下
さい。
http://www.ir.rikkyo.ac.jp/bsj/seminar2003.html

研究部会募集

日本行動計量学会では、研究活動の活性化をは
かるため、研究部会を設け、活動経費の助成を行っ
ています。研究部会には、一定地域での研究推進活
動や研究普及活動を主な目的とする地域部会、およ
び、オリジナリティーに富んだ研究成果を挙げるこ
とを目的とする研究グループがあります。活動経費
は、地域部会については1部会上限5万円程度、研
究グループは1部会5万円（採択件数は優れた研究
計画若干）です。地域部会については、都心部から
東京近郊までを主たる活動地域とする部会を考えて
おりません。平成15年度の研究部会の募集を下記要
領で行います。なお、採否の審査結果は、4月初旬
にお知らせする予定です。

応募要領
・提出書類：
(1) 地域部会：研究部会名、代表者、参加予定者
（会員、非会員別）、助成希望金額、活動予定
（この順序でA4判用紙を使用して書くこと）
(2) 研究グループ：研究部会名、代表者、参加予
定者（会員、非会員別）、研究計画、活動予定
（この順序でA4判用紙を使用して書くこと）

・応募締切：平成15年 1月 20日（月）必着
・郵送先：〒351-0197 埼玉県和光市南2丁目3-6
国立保健医療科学院技術評価部　
日本行動計量学会運営委員会委員長
山岡和枝

・問い合わせ先：山岡（TEL: 048-458-6111 内線2719）
またはe-mail: yamaoka@niph.go.jpまでお願いし
ます。

なお、研究部会に関する規約はWEB（http:/ /
wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/bukai.pdf）もしくは会報91号
（2001年 12月 1日）をご参照ください。
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和文誌編集委員会から

和文誌編集委員会では、林知己夫先生の追悼特
集について会員の皆様からの特集の企画を取り上げ
てはどうかということになりました。単なる追悼で
はなく、前向きの新たな発展につながる内容の企画
をお寄せ下さい。

林知己夫会員・追悼特集号
論文募集について

欧文誌編集委員会

既に皆様、会報、大会の追悼式、マスコミ報道等
で、御周知の事と存じますが、林知己夫氏が本年8
月6日朝、逝去されました。氏は、日本行動計量学
会の創始者として、長年理事長も務められ、その都
度その都度、この分野の指針を示され、我々を導い
てきて、今日の我々の学会の基盤を固めるのに多大
な貢献をされてきました。衷心から氏のご冥福を御
祈りいたします。
行動計量欧文誌編集委員会といたしましては、

氏を追悼し、特集号の出版を計画しております。但
し、氏が飽くまでも常に前向きの姿勢であったこと
を尊重し、後ろ向きの追悼ではなく、新しい時代を
拓く特集号を意図したいと考えています。正確だが
小さく縮こまったものではなく、粗削りで多少不正
確な部分はあるが多くの意欲ある研究者を刺激し、
新たな時代へと繋がる「論」文を期待いたします。勿
論、戦後、氏が歩み発展させた「統計数理」、「数量
化」、「行動計量」、「データ解析」、「データの科学」
等々といった統計哲学を論評し、新たな哲学の指針
を示すような論文も期待いたします。つまり、林氏
の追悼号といっても、特に制限を設けず、行動計量
の原点を再確認（会員名簿2000，p.77の趣意書参照）
し、それを踏まえて新しい時代を我々の手で開拓す
る貢献へ繋がるアイデアの提示を歓迎したいと思い
ます。
本学会の創設時からの会員の皆様から、最近入

会の皆様まで、意欲ある投稿を期待いたします。　
なお、論文を特集号に投稿したい方は、カバーレ

ターに「追悼特集号に投稿する」と明記してくださ
い。特集号へは2003年8月末日までにご投稿くださ
い。投稿論文は通常の査読プロセスを経て掲載とな
ります。本件に関するお問い合わせは編集委員長
（狩野，kano@hus.osaka-u.ac.jp）までよろしくお願い
いたします。

２００３年度の大会について

次の第３１回大会は、名古屋大学（と言うより名
古屋地区）でお世話させていただきます。日程は、９
月３日（水）の午後から９月５日（金）まで、会場
は、名城大学新棟（名古屋市営地下鉄鶴舞線塩釜口
駅下車、会場についての情報は web site、http://
www.meijo-u.ac.jp/75/tenpaku/01.htmlをご覧くださ
い）とする予定です。
今回は、その１日前から共同開催される、統計学

会、応用統計学会、計量生物学会と同時開催としま
す。ただし、行動計量学会は、これらの３学会とは
プログラムも別個に作成し、登録等も別個にしてい
ただきますが、いくつかの企画は共同して行いたい
と思っています。たとえば、共同のセッション、共
通の招待講演などの可能性を探っています。また、
９月４日の夕刻には、懇親会を一緒に行い、おおい
に交流を深めたいと考えています。
名古屋地区の会員数は決して少なくなく、これ

らの人々の周知を集めた企画を考えていきたいと思
いますが、皆様からも興味ある企画の提案や、その
ころに来日される招待講演者の候補等の情報をお寄
せいただけると幸いです。
名古屋の地で、２００２年度に劣らぬレベルの

高い研究発表と熱のこもった議論が展開されますよ
う実行委員一同努力いたしますので、会員の皆様も
奮ってご参加くださいますよう、お願いいたしま
す。

（村上 隆）
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第30回大会
チュートリアルセミナー報告

西山悦子

平成14年9月18日（水）10:00～16:00に、多摩
大学ルネッサンスセンター（渋谷マークシティ）に
おいて第30回大会チュートリアルセミナー「看護・
保健・医療分野における質的研究」が開催された。
近年看護・保健・医療分野の研究において治療の

みではなく、患者さんの社会的要因も含めた対応が
必要不可欠となり、質的研究の必要性が高まってい
る。午前中は「医療分野における質的研究」という
テーマで東邦大学医学部の井原一成氏、午後は「看
護における量的研究と質的研究～がん看護研究を通
して～」というテーマで群馬大学医学部保健学科の
藤野文代氏を迎え行った。
 まず井原氏からは医学における質的研究の概要、

インタビューを用いた方法、Grounded Theory、
McCrackenのLong Interview法、Crabtree F, Millerの
方法、Framework Approachについて詳細の解説が行
われた。続いて藤野氏からこれまでに取り組んでこ
られたがん看護研究について量的研究と質的研究の
実践例について解説がされた。井原氏の解説に対し
て「KJ法とGrounded Theoryとのちがいは？」など、
実践的な内容に関する質問が多くあがり、活発な質
疑応答が行われ、質的研究に関する関心の高さと、
そのニーズの高さが伺えた。
参加者は40名ほどで、その多くは若い学生や研

究者であり、教育・心理・医学・看護等幅広い分野
からの参加があった。
お忙しい中、講義をいただきました講師とセミ

ナーの準備や広報等にお力添えをいただきました
方々、共催を快くお引き受け頂きました大会長の多
摩大学今泉 忠先生に深く感謝申しあげます。

（オーガナイザー：西山悦子・西川浩昭）

4. (14:30～)確率ネットワークと因果(黒木学、東工
大)
確率ネットワークモデルによる因果関係の摘出、
介入効果との関係

(休憩後～16:30)総合討論

【参加要領】
このテーマに関心を持つ、あらゆる分野の方の

参加を歓迎します。予約等は必要としませんが、準
備の都合上、企画者(繁桝算男)まで
ファックス(03-5454-6979)
電子メイル(kshige@bayes.c.u-tokyo.ac.jp)

等で連絡していただければ幸いです。

運営委員会からお知らせ

会員の皆様には11月初旬、既に御案内したとこ
ろですが下記のシンポジウムを開催します。興味深
いシンポジウムにしたいと思います。奮ってのご参
加をお待ちしております。

企画・司会：繁桝算男

☆ 第78回行動計量シンポジウム案内
テーマ：｢因果をめぐる統計的アプローチ｣
期　日：平成15年 1月 25日(土) 10:00～ 16:30
場　所：東京大学教養学部(駒場キャンパス)
アドヴァンストラボ4F
(http://www.c.u-tokyo.ac.jp/campus/index-j.html)
※アドヴァンストラボは、教養学部正門の左奥方向、3
号館奥の新築の建物です。

【開催趣旨】
因果関係を見出すことが、統計的実験や準実験、

あるいはある種の多変量解析(構造方程式モデルな
ど)の目的であるが、いろいろな分野・いろいろな方
法で言われている因果関係の意味を相互に吟味する
ことはあまりなかったのではないかと思われる。
相互に吟味検証するときのプラットフォームは、

確率概念による因果関係の整理であり、これは科学
論的にも正当な因果関係の理解である。本シンポジ
ウムでは、このような広いパースペクティヴの下
に、実験と準実験における因果効果の推定、構造方
程式モデルにおける因果関係の確証の意味、確率モ
デルによる因果の発見などの意味を批判的に吟味し
たい。さらに、これらの相互吟味を通じて、実際の
ユーザーに対するアドヴァイスをも生み出すことを
本シンポジウムの目的とする。

【プログラム】講演題目と概要
1. (10:00～)確率と因果(薮内稔、東大)
確率概念によって、因果関係を定義する。

2. (11:00～)因果効果の統計モデル(繁桝算男、東大)
因果効果を階層モデルの文脈で捉え、実験、準実
験、相関研究における因果効果のモデルを定式
化する。

(昼食)
3. (13:30～)構造方程式モデルと因果(狩野裕、大阪
大)
構造方程式モデルによる因果関係の発見と確証
にかかわる問題点の整理と実践へのアドヴァイ
ス
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照会先：吉田朋広
〒153-8914 東京都目黒区駒場3-8-1
東京大学大学院数理科学研究科
Tel & Fax: 03-5465-8335
E-mail: nakahiro@ms.u-tokyo.ac.jp
URL: http://www.ms.u-tokyo.ac.jp/̃nakahiro/sympo14/
sympo14

☆ 京都大学心理学連合21世紀COE主催
国際シンポジウム "認知の社会・文化的基盤"
会　期：2002年 12月 14日（土），15日（日）
会　場：京都大学大学院 人間・環境学研究科地下大講
義室

テーマ：1. 認知と知覚，2. 自己認知，3. 文化の変容と
進化，4. 言語，5. 暗黙知とその帰結

照会先：企画者代表：北山 忍
Tel: 075-753-6562, E-mail: cpl@hi.h.kyoto-u.ac.jp
URL: http://www.hi.h.kyoto-u.ac.jp/users/cpl/
symposium/schedule.html

☆ 計算機指向の統計手法の理論とその応用
（科学研究費：基盤研究（B）（1）「統計的領域推定に
おける精確な推定方程式の開発と実用化の試み」（研
究代表者：赤平昌文）によるシンポジウム）
会　期：2002年 12月 20日（金），21日（土）
会　場：千葉大学けやき会館
研究分担者：田栗正章（千葉大），今野良彦（千葉大），
汪 金芳（帯広畜産大）

内容・目的：resampling 法、MCMC法、EMアルゴリ
ズム等の計算機の支援を前提にした統計手法の飛
躍的な発展により、複雑な構造の統計モデル（た
とえば、階層モデル）やより現実的な仮定のもと
での統計解析が可能になっている。本研究集会で
は、計算機の支援を前提にした統計手法に関する
理論からその応用までの広い観点から研究発表や
情報交換・意見交換をおこない、今後の研究動向
を展望する。研究成果の発表だけでなく、最新の
話題や研究の紹介・問題提起も歓迎する。

照会先：今野良彦
〒262-8522 千葉市稲毛区弥生町1-33
千葉大学理学部
E-mail: konno@math.s.chiba-u.ac.jp
Tel: 043-290-3663 （直通）, Fax: 043-290-2828
URL: http://www.obihiro.ac.jp/̃stat/chiba2002/
index.htm

＜国際会議＞
☆ 第4回 IASC-ARS大会
（The 4th Conference of the Asian Regional Section of the
International Association for Statistical Computing）
会　期：2002年 12月 5日（木）～7日（土）
会　場：韓国釜山市海雲台 The Westin Chosun Beach
Hotel

照会先：URL: http://ars.ssu.ac.kr/

関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。照
会先は会場となる機関とは別の場合も多いのでご注
意下さい。

＜学会大会等＞
☆ 第22回日本看護科学学会学術集会
会　期：2002年 12月 6日（金），7日（土）
会　場：東京国際フォーラム
照会先：第22回日本看護科学学会学術集会事務局
〒101-0023 東京都千代田区神田松永町19
サイタワー4階
（株）イベント＆コンベンションハウス内
Tel: 03-3255-0900, Fax: 03-3255-7377
E-mail: jans22-sec@gp.knt.co.jp
URL: http://square.umin.ac.jp/jans22/

☆ 日本マーケティング・サイエンス学会
第72回研究大会
会　期：2002年 12月 14日（土），15日（日）
会　場：東京大学経済学部
照会先：学会事務局
〒530-0005 大阪市北区中之島6-2-27 中之島セン
タービル31F, Tel: 06-6448-7888, Fax: 06-6448-1073
E-mail: JIMS@geocities.co.jp
URL: http://base.econ.osaka-u.ac.jp/̃nakajima/jims/

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ バイオスタティスティックスの数理的基礎
（科学研究費：基盤研究（A）（1）「量子推測理論の数
理統計学的基礎とその応用」（研究代表者：赤平昌文）
によるシンポジウム）
会　期：2002年 12月 5日（木）～7日（土）
会　場：東京大学大学院数理科学研究科（駒場）大講
義室

研究分担者：吉田朋広（東京大学大学院数理科学研究
科），阪本雄二（広島国際大学人間環境学部），井
元清哉（東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析セ
ンター）

内容・目的：ゲノムデータ解析とサバイバルアナリシ
スなどバイオスタティスティックスの役割とその
数理科学的側面に関する報告。具体的には、多変
量解析、ノンパラメトリック回帰、非線型回帰、判
別分析、クラスター分析、SVM、密度推定、HMM、
SNP、マイクロアレイデータ解析、遺伝子グルーピ
ング、連鎖解析、関連法、TDT、サバイバルアナリ
シス、コックスモデル、変換モデル、マルチンゲー
ル残差分析、ブリッジングスタディ、経験分布過
程、ノンパラメトリック検定、多重比較に関する
ことなど。
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公募・求人情報

時期的に非常に多くの公募が出ています。本
コーナーでは計量的手法や統計学と関係が深いと思
われる公募を中心に紹介します。
なお、研究者の公募情報は、例えば「研究者人材

データベースシステム(JRECIN)」で参照することが
できます。URLは下記の通りです。ご活用をお勧め
します。

http://jrecin.jst.go.jp/
JRECINのキーワード検索でヒットした公募等の

件数(11月上旬の数字)は、「行動」で12件、「計量」
で2件、「測定」で11件、「統計」で17件、「数理」
で19件、「社会学」で13件、「社会調査」で2件、「調
査」で26件、「政治学」で10件、「心理学」で22件、
「認知」で5件、「マーケティング」で1件、「看護学」
で68件、「保健学」で20件，「公衆衛生」で11件、
などでした。
以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、公募情報の詳細については、公募
元にご確認下さい。
ただし以下には上記JRECINに含まれていない公

募情報も掲載されている場合があります。原則とし
て、本学会に直接広報依頼のあった公募については
詳細に情報を記載します。

☆ 国立教育政策研究所
所属：初等中等教育研究部
研究分野：心理学・教育学
職名および人員：主任研究官または研究員１名
応募資格：以下の資格・要件に該当すること。（1）思
考・認知的発達および学習指導に関する理論的・実
証的な研究業績を有すること。なお、教育心理統
計についての知識と手法を習得していることが望
ましい。（2）大学院修士課程修了、もしくはそれ
と同等以上の研究業績を有すること。（3）内外の
研究者・学校関係者との共同研究及び共同調査に、
積極的に参加する意欲と技量を有すること。（4）年
齢は採用時において原則として35歳以下であるこ
と。

採用予定日：2003年 4月 1日
応募期限：2002年 12月 13日（金）必着
照会先：国立教育政策研究所
初等中等教育研究部長 高浦勝義
Tel: 03-5721-5055, E-mail: takaura@nier.go.jp
又は、同研究部主任研究官 松尾知明
Tel: 03-5721-5043, E-mail: matsuo@nier.go.jp

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

☆ ICDM '02：The 2002 IEEE International Confer-
ence on Data Mining
会　期：2002年 12月 9日（月）～12日（木）
会　場：前橋テルサ（群馬県前橋市）
主　催：IEEE Computer Society
照会先：http://kis.maebashi-it.ac.jp/icdm02/

☆ 国際社会学会リサーチ・コミッティ RC28社会階
層と移動 東京研究会
（ISA Research Committee on Social Stratification and Mo-
bility （RC28）, Tokyo Meeting）
会　期：2003年 3月 1日（土）～3日（月）
会　場：東京大学山上会館（本郷キャンパス）
テーマ：Social Inequality, Family, and Intergenerational
Transfer

照会先：大会事務局
Fax: 03-5841-4907, E-mail: rc28@iss.u-tokyo.ac.jp
URL: http://web.iss.u-tokyo.ac.jp/̃rc28/

☆ 第４回独立成分分析国際会議（ICA2003）
（Fourth International Symposium on Independent Compo-
nent Analysis and Blind Signal Separation）
会　期：2003年 4月 1日（火）～4日（金）
会　場：奈良県新公会堂
主なテーマ：独立成分分析の理論，ブラインド信号処
理，ブラインド等価，ブラインドデコンボリュー
ション，ブラインド同定，アプリケーション（脳
波，無線，音声音響，画像，経済，自然言語等）

照会先：大会組織委員会
Tel: 0774-93-5330, Fax: 0774-93-5158
E-mail: ica2003@cslab.kecl.ntt.co.jp
URL: http://ica2003.jp/

＜チュートリアル類＞
☆ 統計数理研究所公開講座
統計数理特論「計算科学と統計科学の接点―並列計
算，グリッド，専用計算機，乱数―」
日　程：2003年 3月 10日（月）～12日（水）（計12
時間）

会　場：統計数理研究所講堂（港区南麻布4-6-7，地下
鉄日比谷線広尾下車約7分）

講　師：田村義保・佐藤整尚（統計数理研究所），泰地
真弘人（理化学研究所），松岡 聡（東京工業大学），
南 弘征（北海道大学）

内　容：PVMやMPI並列計算の技術、さらに一歩進ん
だ、グリッドの技術、行列計算を高速に行う専用
計算機の開発や高速な乱数発生法などの新しい技
術が統計科学における計算（超大規模で複雑な構
造のデータを扱うための新しい統計科学的手法の
創出と計算を行うための工夫）にどのように活か
されているかに焦点をあてる。

講習料：6,800円（税込）
申込締切日：1月31日（金）（当日消印有効）
照会先：統計数理研究所公開講座係
Tel & Fax: 03-5421-8720
E-mail: edu-info@ssiws.ism.ac.jp

詳しくは下記のWebサイトを参照のこと。
http://www.ism.ac.jp/ciss/koukai-kouza.html
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編集後記
今号には、恒例となりました春の合宿セミナー

の案内が掲載されています。特に、若手の研究者の
皆様、ぜひ参加をご検討ください。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2002年10月8日現在）
正会員 1028名
準会員 88名
名誉会員 6名
賛助会員 17社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

会員の著書等

☆ 林 知己夫（編）『社会調査ハンドブック』朝倉書
店，2002年．

☆ 市川伸一『学力低下論争』筑摩書房，2002年．
☆ 市川伸一『心理学って何だろう』北大路書房，
2002年．

☆ 松浦義行『統計的発育発達学』不昧堂出版，2002
年．

☆ 村上征勝『文化を計る―文化計量学序説―』（シ
リーズ〈データの科学〉５ 林 知己夫 編）朝倉書
店，2002年．

☆ 永田 靖『ＳＱＣ教育改革―受講する人・受講し
た人・運営する人・経営者層へ』日科技連出版社，
2002年．

☆ 佐井至道『例解調査論』大学教育出版，2002年．
☆ 齋藤堯幸『ランク回帰と冗長性分析―理論と応
用』森北出版，2002年．

☆ 都築誉史（編）『認知科学パースペクティブ―心
理学からの10の視点―』信山社，2002年．

☆ 上田尚一『講座 情報をよむ統計学１ 統計学の基
礎』朝倉書店，2002年．

☆ 上田尚一『講座 情報をよむ統計学９ 統計ソフト
UEDAの使い方』朝倉書店，2002年．

☆ 木村通治・真鍋一史・安永幸子・横田賀英子『ファ
セット理論と解析事例：行動科学における仮説
検証・探索型分析手法』ナカニシヤ出版，2002年．

☆ 九州大学大学院経済学研究院
所属：経済工学部門数理情報講座
担当科目・講座内容：確率モデル解析
公募人員：助教授１名
講義科目：大学院経済学府の「確率モデル解析」（経済
学部では「統計解析」「数理統計」などの数学関連
科目、全学教育では基礎科学科目の「数学」）

採用予定日：2003年 4月 1日以降
応募期限：2002年 12月 17日（火）必着
照会先：九州大学経済学部庶務掛長
Tel: 092-642-2437, Fax: 092-642-2434

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
〒226-0015 横浜市緑区三保町32
東洋英和女学院大学　人間科学部
林　文
TEL: 045-922-5511（代表）

045-922-7264（研究室直通）
FAX: 045-922-6642（共用）
e-mail: fumih@toyoeiwa.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒565-0871 吹田市山田丘1-2
大阪大学人間科学部
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
狩野　裕
e-mail: kano@hus.osaka-u.ac.jp


